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【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 研 磨 パ ッ ド を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 光 学 的 に 実 質 的 に 透 明 な 層 の 上 に あ る 研 磨 層 を 有 す る パ ッ ド 材 料 を 準 備 す る こ と と 、
　 パ ッ ド 材 料 を 切 除 す る 面 上 に 配 置 し 、 パ ッ ド 材 料 を 切 削 工 具 に 対 し て 動 か し て 研 磨 層 を
切 削 工 具 を 用 い て 切 除 す る こ と に よ り 、 光 学 的 に 実 質 的 に 透 明 な 層 か ら 研 磨 層 の 一 部 を 切
除 す る こ と と 、
を 含 み 、
　 切 除 す る 面 が 可 動 の バ キ ュ ー ム テ ー ブ ル を 含 み 、 パ ッ ド 材 料 を 切 削 工 具 に 対 し て 動 か す
こ と が 、 パ ッ ド 材 料 を 可 動 の バ キ ュ ー ム テ ー ブ ル 上 に 配 置 し 、 バ キ ュ ー ム テ ー ブ ル を 切 削
工 具 に 対 し て 横 方 面 に 動 か す こ と と を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 研 磨 パ ッ ド を 製 造 す る 方 法 で あ っ て 、
　 光 学 的 に 透 明 な 層 の 上 に あ る 研 磨 層 を 含 む パ ッ ド 材 料 を 可 動 面 に 配 置 す る こ と と 、
　 切 削 工 具 を パ ッ ド 材 料 と 接 触 さ せ る こ と と 、
　 研 磨 層 の 一 部 を 切 除 す る こ と と
を 含 み 、 切 削 工 具 が 、 軸 に 対 し て 横 方 向 に 取 り 付 け ら れ た 回 転 デ ィ ス ク を 含 み 、 可 動 面 を
、 軸 の 主 軸 に 対 し て 実 質 的 に 直 角 に 動 か す 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 研 磨 層 の 一 部 を 切 除 す る こ と が 、 回 転 デ ィ ス ク の 周 面 上 に 設 け ら れ た 複 数 の 切 削 歯 を 有
す る 回 転 デ ィ ス ク を 用 い る 切 削 を 含 む 、 請 求 項 ２ 記 載 の 方 法 。
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